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春日市スポーツフェスタ
10月9日、市民スポーツセンターなどで「春日市スポーツフェスタ」を開催しま
した。天候にも恵まれ、多くの市民が来場し、「スポーツの秋」を楽しんでいまし
た。
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問い合わせ先　子育て支援課 子育て支援担当
　　 （584）1010　 （584）7739

みんなで防ごう子ども虐待
〜子育てをひとりで抱え込まないで〜

　﹁子ども虐待﹂は特別な家庭で起こっているのではありません。
どこでも誰にでも起こりうることです。
　子どもを守るべき大人が子どもを虐待し、時には命さえ奪って
しまいます。まずは、虐待について学んでみましょう。

身体的虐待 子どもの身体に外傷が生じるような暴行を加えること

ネグレクト
長時間の放置など保護者としての監護を怠ること
子どもの心身の正常な発達を妨げるような著しい減食を行うこと

心理的虐待 子どもに心理的な傷を与えるような言動などを行うこと

性的虐待 子どもにわいせつな行為をしたり、させたり、見せたりすること

■「子ども虐待」の分類（表1）

○「
子
ど
も
虐
待
」っ
て
ど
ん
な
こ
と
？

　
子
ど
も
虐
待
と
は
、親
や
親
に
代
わ
る
保
護
者

に
よ
っ
て
、子
ど
も
の
心
と
体
に
加
え
ら
れ
る
有

害
な
行
為
で
あ
り
、重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、上
記（
表
１
）に
挙
げ
る
行
為
な

ど
が
該
当
し
ま
す
。

○「
虐
待
」と「
し
つ
け
」は
ど
う
違
う
の
？

　
「
し
つ
け
」は
、基
本
的
な
生
活
習
慣
や
社
会
の

ル
ー
ル
な
ど
、生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
こ
と

を
子
ど
も
た
ち
に
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
、時
間

を
か
け
て
気
長
に
教
え
て
い
く
こ
と
で
す
。

　
「
虐
待
」は
、暴
力・
暴
言
な
ど
、力
で
子
ど
も
た

ち
を
追
い
詰
め
、保
護
者
の
都
合
や
思
惑
、事
情
に

従
わ
せ
る
こ
と
で
す
。

○
誰
か
ら
の「
虐
待
」が
多
い
の
？

　
全
国
的
な
統
計
で
も
、春
日
市
で
の
統
計（
表

２
）で
も
、一
番
多
い
の
は
実
母
か
ら
の
虐
待
で

す
。

　
こ
れ
は
、夫
婦
と
子
ど
も
だ
け
の
家
庭
が
増
加

し
、父
親
は
長
時
間
労
働
の
た
め
、母
親
だ
け
が
育

児
の
大
半
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
要
因
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
周
囲
か
ら
孤
立
し
た
家
庭
内
で
子
ど
も
と
長
時

間
向
き
合
う
こ
と
は
、ス
ト
レ
ス
を
抱
え
や
す
い

状
況
と
い
え
ま
す
。

虐
待
に
つ
い
て
知
ろ
う
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　オレンジリボン運動
　平成16年に、幼い兄弟が父親の友人に

暴行された上、橋の上から川に投げ込まれ、命を奪われ
るという痛ましい事件が起こりました。
　この事件をきっかけとして、平成17年から子ども虐待
防止を目指してオレンジリボン運動が始まりました。オ
レンジは里子さんたちが選んだ色です。一刻も早く子
ども虐待がなくなるように、オレンジリボン運動を推進
していきましょう。
　春日市では、障害者就労支援センターゆり工房で作成
したオレンジリボンを、市内の保育所・幼稚園に配布する
とともに、市職員の名札にオレンジリボンを付けて、子ど
も虐待防止の啓発・意識の向上に取り組みます。また、各
公共施設などに掲示している子ども虐待防止推進ポス
ターと一緒にオレンジリボンを置いていますので、皆さ
んもオレンジリボン運動を推進していきましょう。

○
自
分
の
中
の
イ
ラ
イ
ラ
に
気
付
い
た
ら
…

「
話
し
て
み
て
く
だ
さ
い
」

▽
子
育
て
仲
間
と
話
を
し
た
い
と
き

　
◦
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
す
く
す
く
プ
ラ
ザ
）

　
◦
光
町・毛
勝・白
水・須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー

　
◦
保
育
所・幼
稚
園（
お
さ
そ
い
行
事
）

　
◦
子
育
て
サ
ロ
ン

▽
相
談
に
の
っ
て
も
ら
い
た
い
と
き

　
◦
健
康
課（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

　
◦
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
◦
主
任
児
童
委
員　
民
生・児
童
委
員

○「
も
し
や
虐
待
で
は
？
」と
感
じ
た
ら
…

「
迷
わ
ず
相
談
・
通
告
し
て
く
だ
さ
い
」

◦
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
【
☎（
５
８
４
）１
０
１
５
】

◦
福
岡
児
童
相
談
所

　
　
　
　
　
　
【
☎（
５
８
６
）０
０
２
３
】

○
気
に
な
る
子
ど
も
や
保
護
者
を
見
掛
け
た
ら
…

「
声
を
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
」

　
あ
い
さ
つ
程
度
で
構
い
ま
せ
ん
。温
か
い
声
か

け
は
、保
護
者
を
ほ
っ
と
さ
せ
る
も
の
で
す
。そ
ん

な
ち
ょ
っ
と
し
た
一
言
が
、心
の
支
え
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
子
育
て
中
の
保
護
者
と
子
ど
も
た
ち
に
、優
し

い
ま
な
ざ
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

私
た
ち
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

《春日市の現状（表2）》

11月は「児童虐待防止推進月間」です

　平成22年度の春日市における虐待相談件数は
160件ありました。虐待者別でみると、実母が
75％、実父が15％となっています。
　核家族化や地域との関わりが減少しているこ
とにより、育児の中心を担っている母親の孤立
感・不安感が高まっているのではないかと考え
られます。

実母
75%

実父15%

実父以外の父親
6%

その他
4%

虐待者別グラフ ➡



K A S U G A         C I T Y4

決算状況をお知らせします

　平成22年度の春日市国民健康保険事業特別会
計の決算は、歳入98億8166万円、歳出94億3654
万円で、形式収支では4億4512万円の黒字となり
ました。
　しかし、一般会計からの補

ほてん
填額3億3248万円（1

人当たり1万2427円）と、前年度からの繰越金2億
9355万円を差し引くと、単年度では1億8091万
円の赤字となりました。
　また、1人当たりの平均医療費（10割分）が対前
年度比で1.4％伸びたのに対して、加入者1人当た
りの平均保険税課税額が5.2％の減となっていま
す。

　国民健康保険の加入者には、退職や失業などにより
所得が減少した人が多く、春日市では約46％の世帯が
「保険税軽減対象世帯」となっています。
　一方、医療費は高齢者になるほど増加していく傾向
があるため、高齢者の加入割合が多い国民健康保険は、
当然負担が多くなっています。

　市の国民健康保険は前年度に比べて赤字額が小さく
なったものの、財源不足であることは変わらず、毎年、
一般会計から財源不足分を補填しています。しかし、そ
の額はここ5年間で累計約22億円に上り、一般会計自
体が大変厳しい状況になっています。

　平成20年度から40歳以上の人を対象に、特定健康
診査が始まりました。健康を保つことで、医療費の節約
につながります。積極的に受診して自分の健康状態を
確認しましょう。
　また、保険税は納期限までに納めてください。

問い合わせ先　国保年金課 国保担当　☎（584）1111　 （584）1141

◆平成22年度決算

◆財源不足への対応

◆安定した国保運営へのご協力を

■1人当たり医療費（10割分）と保険税（医療分）の状況
年度 医療費※1（伸び率） 保険税課税額※2（伸び率）
17 24万4260円（5.9%） 7万4224円（▲1.3%）
18 24万6357円（0.9%） 7万6173円   （2.6%）
19 26万5125円（7.6%） 7万6431円   （0.3%）
20 27万  232円（1.9%） 8万3123円   （8.8%）
21 28万6074円（5.9%） 8万2755円（▲0.4%）
22 26万    30円（1.4%） 7万8493円（▲5.2%）

※1 老人医療受給者分、後期高齢者分を含まない。
※2 平成19年度以前は老人医療費受給者分を含む。平成20年度以降は新

たに創設された後期高齢者支援分を含む。
【注】平成18年度に診療報酬・薬価の引き下げ（▲3.16%）と税率の引き上

げを実施しました。また、平成20年度に診療報酬の引き上げ（0.38%）
と薬価の引き下げ（▲1.20%）、税率の引き上げを実施しました。

平成22年度国保会計

国民健康保険事業の安定した運営ができるよう、皆さんのご協力をお願いします。

春日市 大野城市 筑紫野市 太宰府市 那珂川町 福岡市
医療給付費分（限度額51万円）

＋
後期高齢者支援金分
（限度額14万円）

所得割 8.6％ 8.5％ 8.6％ 8.6％ 8.6％ 11.55％
均等割 3万1500円 2万9000円 3万円 3万1700円 3万1500円 2万9415円
平等割 3万1500円 2万9000円 3万円 3万1700円 3万1500円 3万3027円

介護納付金分
（限度額12万円）

所得割 1.4% 1.1% 1.5% 1.5% 1.3% 2.68%
均等割 1万1000円 1万円 1万1000円 1万5000円 1万3000円 8224円
平等割 0円 0円 0円 0円 0円 6789円

■平成23年度国民健康保険税（料）率などの一覧



public infomation from KASUGA city
市からの

お知らせ
　「市からのお知らせ」をはじめ、市報に掲載した記事は、市報の
発行日（毎月1日と15日）以降、市ホームページの「お知らせ」にも
載せます。
　そのほか、市報に掲載していない情報もありますので、ぜひ利
用してください。
市ホームページアドレス　http://www.city.kasuga.fukuoka.jp
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印
鑑
登
録
は
、不
動
産
登
記
な
ど
に

使
わ
れ
る
大
切
な
も
の
で
す
。印

鑑
登
録
証
や
印
鑑
の
管
理
に
は
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
で
き
る
人
　市
に
住
民
登
録
し
て
い

る
人
、市
の
外
国
人
登
録
原
票
に

登
録
し
て
い
る
人
、15
歳
以
上
で

成
年
被
後
見
人
で
は
な
い
人

※
住
民
基
本
台
帳
・
外
国
人
登
録
原
票
に

記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名
と
異
な
る
も

の
、ゴ
ム
印
な
ど
変
形
・
摩
滅
し
や
す
い

も
の
や
凹
彫
の
も
の
、印
影
の
大
き
さ

が
８
㎜
以
下
ま
た
は
25
㎜
以
上
の
も

の
、印
鑑
の
縁
が
３
分
の
１
以
上
欠
け

た
も
の
は
登
録
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、登
録
で
き
る
印
鑑
は
１
人
１
個

で
す
。ま
た
、同
一
世
帯
内
で
同
じ
印
鑑

は
登
録
で
き
ま
せ
ん
。

印鑑登録・印鑑証明書について
もう一度確認してください

市民課 受付戸籍担当 　 （584）1111 （584）1141

■手続きについて
持ってくる物 発行について 手数料

新
規
登
録・再
登
録（
亡
失
に
よ
る
場
合
）・亡
失

①本人が手続きを
行う場合

▷登録する印鑑
▷運転免許証、パスポート、住基カードな

ど官公庁が発行した顔写真付きの身分
証明書（※1）または春日市に印鑑登録を
している人の保証書

当日に印鑑登録証を発行
※身分証明書または保証書がない場合は、当

日の印鑑登録証の発行はできません。
　②と同じく、照会書郵送となります。 ▷新規登録　300円

▷再登録（亡失登録）
　500円

▷亡失のみ　無料
②代理人が手続き
を行う場合

▷登録する印鑑
▷登録する本人自筆の代理権授与通知書
（委任状）

▷代理人の印鑑（認印）

当日の印鑑登録証の発行は不可
※後日、市役所から本人に確認のための照会

書を本人の住民登録地へ郵送し、届いた照
会書（※2）と登録する印鑑を窓口に持参し
たときに印鑑登録証を発行します。

廃止や改印の場合

▷印鑑登録証
※代理人が届け出る場合は、本人自筆の代理

権授与通知書（委任状）と代理人の印鑑も
必要です。
また、別の印鑑に改印するときは、登録され
ている印鑑の廃止手続きを行った後で、上
記①または②の登録手続きが必要です。

ー
▷廃止のみ　無料

▷改印　300円

印鑑証明書
▷印鑑登録証
※代理人が申請する場合で春日市に住民登録

がないときは、運転免許証など住所が確認
できるものが必要です。

ー 300円

※1 身分証明書は有効期間内のものに限ります。
※2 届いた照会書は、回答書欄に本人が記名・押印をしたものを持参してください。なお、照会書の有効期限は20日間です。

見 本見 本
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市
内
全
域
で「
秋
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
」を
行
い
ま

す
。

　

こ
れ
は
、日
頃
利
用
し
て
い
る
道
路
や
公
園
な
ど

を
き
れ
い
に
す
る
と
と
も
に
、ポ
イ
捨
て
防
止
な
ど

市
民
一
人
一
人
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
も
目
指
そ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

　

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、家
族
そ
ろ
っ
て

ク
リ
ー
ン
作
戦
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

期
日　
11
月
13
日
㈰

※
ク
リ
ー
ン
作
戦
の
際
に
、家
庭
や
マ
ン
シ
ョ
ン
、

団
地
な
ど
か
ら
自

転
車
や
陶
器
・
金
属

類
、粗
大
ご
み
な
ど

を
出
す
こ
と
は
、絶

対
に
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

秋のクリーン作戦
みんなの手で美しいまちづくり

春日市自治会連合会（ごみ減量推進課内） 　 （584）1111 （584）1147

事業者向け
年末調整説明会

対象　市内の源泉徴収義務者
日時　11月17日㈭
　　午後1時30分〜3時30分
場所　大野城まどかぴあ大ホール
（大野城市曙

あけぼのまち
町2ｰ3ｰ1）

持ってくる物　税務署から事前に
送付される年末調整関係書類
（案内状同封）

※駐車場には限りがありますので、
できるだけ公共交通機関を利用
してください。

問い合わせ先　筑紫税務署法人課
税第1部門源泉担当
（923）1400

国民年金保険料控除証明書が送付されます
　国民年金保険料は、納付した全額が所得税・市町村民税な
どの社会保険料控除の対象となります。年末調整や確定申
告の際に申告する場合は、今年1年間に納付した国民年金
保険料を証明する書類の添付や提示が必要です。
　このため、今年1年間に納付した国民年金保険料の額を
証明する「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が日本
年金機構から11月に送付されます。
　10月1日以降に今年初めて保険料を納付する人について
は、翌年2月に送付されます。
　なお、家族の国民年金保険料を納付した場合は、その納付

額の全額が控除対象となりますので、併せて申告してくだ
さい。
問い合わせ先
▷南福岡年金事務所
　 （552）6128　 （541）7649
▷日本年金機構控除証明書専用ダイヤル（11月1日㈫〜平
成24年3月15日㈭）
　 0570（070）117
※IP電話、PHS電話からは 03（6700）1130にかけてく
ださい。

現
在
建
築
中
の
大
土
居
地
区
公
民

館
の
隣
接
地
に
、新
た
に
都
市

計
画
公
園（
街
区
公
園
）を
設
置
す
る
た

め
、都
市
計
画
公
園
の
変
更
案
を
縦
覧

し
ま
す
。

　

ま
た
、意
見
書
の
提
出
も
受
け
付
け

ま
す
。

都
市
計
画
の
種
類　
福
岡
都
市
計
画
公

園

追
加
す
る
公
園
の
区
域
の
位
置　
大
土

居
３
ー
１
４
８
ー
４
、外
12
筆

縦
覧・
意
見
書
提
出
日
時　

11
月
７
日

㈪
〜
21
日
㈪（
平
日
の
み
）

　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

縦
覧・
意
見
書
提
出
先　

都
市
計
画
課

計
画
担
当（
市
役
所
３
階
）

福岡都市計画公園の変更案
縦覧します

都市計画課 計画担当 　 （584）1111 （584）1143
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★「白水大池公園星の館」開館情報★

“11月は木星を見よう”
　白水大池公園星の館では、毎月誰でも参加できる観望会を行っています。昼間も太陽などを観察できます。
　初心者でも指導員が丁寧に案内しますので、気軽に来館してください。

期日 時間 内容

11月4日㈮〜6日㈰

午後7時〜9時

北極星を見つけよう

11日㈮〜13日㈰ 月と木星を見よう

18日㈮〜20日㈰ 木星を見よう

25日㈮〜27日㈰ スバルを見よう

いずれも申し込み不要で、参加は無料です。
開館日　毎週金〜日曜日
開館時間　午後2時〜9時
※掲載している情報以外にも、通常の観望
会を行っています。
　気軽に問い合わせてください。
問い合わせ先
▷社会教育課社会教育担当
（575）4121　 （593）7380

▷白水大池公園星の館
（558）9099（ 兼用）

ボランティア随時募集中!!

平
成
23
年
11
月
７
日
を
実
施
日
と
し
て
、大
字
上
白
水
の
一
部
、大
字
下
白
水
の
一

部
、松
ヶ
丘
の
一
部
が「
星ほ
し
み
が
お
か

見
ヶ
丘
２
丁
目
〜
４
丁
目
」に
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、「
大
字
」の
表
示
を
改
め
、分
か
り
や
す
い
町
名
と
地
番
に
す
る
た
め
の
事
業

で
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

星見ヶ丘2丁目〜4丁目
新しい町名に変わります

用地課 地籍調査担当 　 （584）1111 （584）1143

松ヶ丘

星見ヶ丘2丁目

星見ヶ丘4丁目

星見ヶ丘
3丁目
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福
岡
県
で
は
、東
日
本
大
震
災
に

よ
る
被
災
避
難
者
に
対
し
、民

間
賃
貸
住
宅
な
ど
を
借
り
上
げ
、応
急

仮
設
住
宅
と
し
て
提
供
す
る
借
上
げ
住

宅
制
度
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
世
帯
が
制
度

の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、制
度
の
利

用
を
希
望
す
る
場
合
は
福
岡
県
の
被
災

者
住
宅
支
援
窓
口
に
相
談
す
る
か
、県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
該
当

す
る
人

▽
福
島
県
か
ら
の
避
難
者（
平
成
23
年

3
月
11
日
時
点
に
お
い
て
、福
島
県

に
居
住
し
て
い
た
世
帯
）

▽
福
島
県
以
外
か
ら
の
避
難
者（
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
、災
害
救
助
法
適

用
市
町
村
か
ら
避
難
し
、か
つ
、住
宅

の
全
壊
、全
焼
ま
た
は
流
失
な
ど
に

よ
り
居
住
の
住
宅
が
な
く
な
っ
た
世

帯
）

入
居
期
間　
県
が
借
り
上
げ
た
日
か
ら

最
長
2
年
間

募
集
期
限　
11
月
30
日
㈬

受
付
場
所・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県

被
災
者
住
宅
支
援
窓
口（
福
岡

市
博
多
区
東ひ
が
し
こ
う
え
ん

公
園
7
ー
7
）

（
６
４
３
）３
７
２
９

（
６
４
３
）３
７
５
６

http://w
w
w
.pref.fukuoka.

lg.jp/a12/m
inntinn.htm

l

市内に避難している被災者の皆さんへ
東日本大震災

春日市救援対策本部（総務課内） 　 （584）1156（直通） （584）1145

多重債務者
無料相談ウイーク

　県では、11月7日〜11日を「多重債務者無
料相談ウイーク」と定め、弁護士、司法書士に
よる無料相談会（面談）を県内25カ所の弁護
士会と司法書士会の相談センターで実施しま
す。
　相談は面談のみで、事前の予約が必要です。
借金などで悩んでいる人は、この機会にぜひ
相談してください。
期間　11月7日㈪〜11日㈮
時間　午前9時〜午後5時
予約先　福岡県消費生活センター（福岡市博
多区吉

よしづかほんまち
塚本町13ｰ50）

（632）1600　 （632）0322

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の
使
用
回
数

が
増
え
る
こ
れ
か
ら
の
季
節

は
、ご
み
の
収
集
作
業
中
に
、中
身
が

残
っ
た
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ

レ
ー
缶
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
火
災

事
故
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
故
を
起
こ
さ
な
い

た
め
に
も
、次
の
点
を
必
ず
守
っ
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
点

▽
中
身
を
完
全
に
使
い
切
り
、｢

陶

器
・
金
属
類｣

で
出
す
。た
だ
し
、爆

発
の
危
険
性
が
あ
る
た
め
、く
ぎ

や
き
り
で
無
理
に
穴
を
開
け
な

い
。

▽
中
身
を
使
い
切
れ
な
い
場
合
は
、

春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

に
自
己
搬
入
し
、中
身
が
残
っ
て

い
る
こ
と
を
必
ず
作
業
員
に
伝

え
、手
渡
す
。

自
己
搬
入
先　

同
プ
ラ
ザ（
春
日
公

園
６
ー
２
）

ボンベのガスは完全に使い切って
火災事故の原因になります

ごみ減量推進課 　 （584）1111 （584）1147

▲火災で燃えた不燃ごみ

日本代表チーム
世界選手権第3位！！

　市報9月1日号で紹介した、春日市スポーツ少年団「筑
紫エンデバーズ」に所属する中

なかしま
島卓

たく や
哉さんが出場した

“U 1ー6世界野球選手権”で、日本代表チームが見事世界3位
の成績を残しました。
　春日市の少年野球
チームから世界の舞
台で活躍する選手を
輩出し、活躍したと
いうニュースは、私
たちに元気を与えて
くれているようです。

▲結果報告のため市役所を訪れた中島さん
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問い合わせ先　春日市民図書館
（584）4646　 （584）3900

市

民図
書館から

～こんな本いかがですか～

　文明の進化は生態学的な「遷移」で説明

でき、大陸の両端にある日本と西欧州は

自発遷移で進化してきた地域で、その中

間は他発遷移で変化した地域である。比

較文明論の古典ですが、

日本の文化を考える見

取り図を得ることがで

きる格好のもの。短文平

易なのでぜひ一読を。

これからどこへ向かうのか〜日本について考える一冊〜

　自前の宇宙論を持たず「ほんとうの文

化はどこかほかのところでつくられるも

の」と思っている日本人の国民的性格は

「大文明の辺境諸民族」という自己規定

に由来する。これまでの

日本文化論を集大成して

「辺境人」という要素を抽

出した話題の書。未来へ

のヒントがあります。

　国のこれから、まちのこれから、家族のこれから、そして、一人一人のこれから。災害の続いたこれまでを乗り越えて、将来
のことを考えるとき、あらためて日本という国や、身の回りの社会や文化に思い至ります。日本にはどんな可能性があるの
か。私たちは今どこにいて、何ができるのか。考える手掛かりとして、こんな本はいかがでしょう。

『世界を知る力』
　　寺

てしま

島実
じつろう

郎／著　PHP研究社

304テ【棚40】

『文明の生態史観』

　　梅
うめさお

棹忠
ただ お

夫／著　中央論社
204ブ【棚62】

『日本辺境論』　
内
うちだ

田　樹
たつる

／著　新潮社

　361.4ウ【棚42】

　「アメリカを通じてしか世界を見なく

なった」日本人はまるで戦後60年という

「一日の最後の30分間に起こったこと

よって、それまでの23時間あまりに経験

したことすべてを忘れて

しまった」ようなもの。い

ま私たちはどこに立って

いるのかをあらためて考

えさせられます。

☆ひよこのへや（0歳から）　2日㈬、16日㈬

☆こりすのへや（1歳から）　9日㈬、23日㈬

　午前11時〜11時30分、ふれあい文化センター旧館集会室

◎うさぎのへや（3歳から）　 12日㈯、26日㈯

◎らいおんのへや（小学生）　19日㈯

　午後3時〜3時30分、市民図書館おはなしコーナー

11月のおはなし会 　絵本やわらべうたを一緒に楽しみませんか。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
給
付
に
関
す
る
適
正
化
や
高

齢
者
福
祉
な
ど
の
相
談
、家
庭
訪
問
業
務
を
行

う
嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
と
、保
健
師
ま
た
は

社
会
福
祉
士
の
い
ず
れ
か
の
資
格（
免
許
）を
有

す
る
人

任
用
期
間　
平
成
24
年
１
月
１
日（
出
勤
は
１
月
４
日
）

〜
３
月
31
日（
勤
務
成
績
良
好
な
場
合
、任
用
期

間
１
年
更
新
の
可
能
性
あ
り
）

勤
務
日
数　
週
５
日（
月
〜
金
曜
日
）

勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
45
分（
途
中

45
分
の
休
憩
あ
り
）

勤
務
場
所　
春
日
市
役
所

報
酬　
月
額
19
万
２
０
０
０
円
程
度（
有
給
休
暇
・
社
会

保
険
あ
り
、賞
与
・
交
通
費
支
給
な
し
）

募
集
人
員　
１
人

選
考
方
法　
書
類
審
査
、面
接

応
募
方
法　
11
月
18
日
㈮（
必
着
）ま
で
に
、履
歴
書
、介

護
支
援
専
門
員
証（
写
し
）、保
健
師
ま
た
は
社

会
福
祉
士
免
許
証（
写
し
）を
提
出
す
る（
郵
送

可
）

応
募
先　

高
齢
課
高
齢
者
支
援
担
当（
〒
816
ー
８
５

０
１
春
日
市
役
所
）

介護支援専門員（嘱託）
嘱託職員を募集します

高齢課 高齢者支援担当 　 （584）1111 （584）3090



K A S U G A         C I T Y10

〜まちの話題や人の紹介〜

　9月15日、国際協力機構（JICA）のボランティアとして海外に赴任
する本

ほ ん だ
多須

す み こ
美子さん（春日公園地区）と籾

も み い
井康

や す よ
代さん（ちくし台地区）

が市役所を訪れました。
　本多さんはシニア海外ボランティアの体育教育のためヨルダンで、

籾井さんは青年海外協力隊の助産師としてラオスで2年間活動します。派遣に当たって、参加動機やそれぞれが活
動する国の情勢などを聞き、市長は「努力が報われることを願い、期待しています。体調管理には十分気を付けてく
ださい」と激励しました。

本多須美子さん・籾井康代さん

JICAボランティアとして海外へ

　春日市体育協会所属のラグビーチーム「春日リトルラガー
ズ」が、9月19日に行われた全国ラグビーフットボール大会で
初優勝を飾りました。県大会、九州大会では惜しくも2位だっ
たものの、全国大会では伊丹ラグビースクール（兵庫県）を25
対19で破り、見事優勝。染

そめはら
原常

つ ね き
喜監督は、「体格は他のチーム

に比べて小さいが、気持ちの部分では決して負けていなかった」と試合を振り返ります。
　10月1日、報告のため市役所を訪れた同チーム。副キャプテンの岸

きしかわ
川和

かずひろ
弘さんが、「チーム一丸となって自分たち

の試合をして優勝することができました」と報告すると、市長は、「優勝本当におめでとう。今後は追われる立場に
なるが、原点に返ってまた頑張ろう」と選手たちを激励しました。
　なお、春日リトルラガーズでは、幼稚園から中学生までの部員を募集しているそうです。

春日リトルラガーズ

中学生ラグビーフットボール大会優勝

　9月30日、春日原小学校で、同校の5・6年生を対象に、シドニーオリ
ンピックの柔道女子銅メダリスト、日

く さ か べ
下部其

き え
栄さんの講演会が行われ

ました。「夢を持って生きることの大切さを伝えたい」という思いで
行われた今回の講演。日下部さんは、病弱だった幼少時代からオリン
ピック選手になるまでの自身の軌跡を、さまざまなエピソードを交え

ながら分かりやすく児童に話しました。最後には、印象に残った言葉とし
て同じ柔道で活躍した谷

たに
 亮

りょうこ
子さんの「人間はもういい、と自分でめどを

付けたらそこでストップ」という言葉を紹介し、「まだまだ、もっともっと
という気持ちで夢を追い続けてください」と講演を締めくくりました。
　講演の後にはオリンピックで使用した柔道着に着替え、児童を相手に
さまざまな技を実演。児童からは「話を聴いて感動した」「いろんな技を近
くで見られたので嬉しかった」などの声が聞かれました。

「夢を持って生きて」

日下部其栄さん講演会
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お
宝
文
化
人
紹
介
コ
ー
ナ
ー

11
月
の
お
知
ら
せ

　

春
日
市
の
お
宝
文
化
人
の
作
品
や
活

動
写
真
な
ど
を
月
替
わ
り
で
紹
介
し
ま

す
。

日
時　

11
月
１
日
㈫
〜
30
日
㈬

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

ロ
ビ
ー（
大
谷
６
ー
24
）

内
容　

大お
お
も
り森
久ひ
さ
し司
さ
ん
の
建
築
・
建
築

絵
画

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課
社
会
教

育
担
当

（
５
７
５
）４
１
２
１

（
５
９
３
）７
３
８
０

お
宝
文
化
人「
さ
く
ら
会
」

福
祉
演
芸
会

　

春
日
市
の
お
宝
文
化
人
の
中
か
ら
、

芸
能
部
門
で
活
動
し
て
い
る
人
が
集
ま

春日市役所
☎（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば

り
、「
さ
く
ら
会
」が
発
足
し
ま
し
た
。

　

個
人
や
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
グ
ル
ー

プ
な
ど
、幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
演
芸
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
見
に
来

て
く
だ
さ
い
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時　

11
月
14
日
㈪　

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

　桜
ヶ
丘
地
区
公
民
館（
桜
ヶ
丘

７
ー
１
ー
２
）

内
容　

お
笑
い
芸
、民
謡
、マ
ジ
ッ
ク
、

博
多
仁に

わ

か
和
加
、安
来
節（
ど
じ
ょ

う
す
く
い
）、日
舞
お
て
も
や

ん
、三
味
線
演
奏
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

同
会 

谷た
に

（
５
７
４
）０
２
９
５（

兼
用
）

第
20
回

暴
力
追
放
福
岡
県
民
大
会

　

県
民
を
挙
げ
て
暴
力
団
を
追
放
す
る

た
め
、多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

11
月
16
日
㈬

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

※
第
３
水
曜
日
に
行
っ
て
い
る「
民
暴

特
別
相
談
」は
中
止
し
ま
す
。

場
所　

北
九
州
芸
術
劇
場（
北
九
州
市

小
倉
北
区
室む

ろ
ま
ち町
１
ー
１
ー
１
）

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
暴
力
追
放
運

動
推
進
セ
ン
タ
ー

（
６
５
１
）８
９
３
８

（
６
５
１
）８
９
８
８

あ
す
ば
る
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
１

　
「
女
性
の
自
立
と
活
躍
で
社
会
を
変

え
る
〜
思
い
や
り
、支
え
あ
っ
て
前
へ

進
も
う
〜
」を
テ
ー
マ
に
、あ
す
ば
る
男

女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
１
を

行
い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料（
一
部
除
く
）で
、申
し

込
み
も
不
要
で
す
。託
児（
１
人
３
０
０

円
・
11
月
12
日
㈯
ま
で
に
要
申
込
）も
あ

り
ま
す
。

日
時　

11
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町
３

ー
１
ー
７
）

内
容　
「
デ
フ
レ
の
正
体
」の
著
者
で
あ

る
藻も

た
に谷
浩こ
う
す
け介
さ
ん
に
よ
る
基
調

講
演「
復
興
へ
の
処
方
箋
〜
女

性
の
社
会
参
画
を
当
た
り
前
に

〜
」、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、バ
ザ

ー
、ふ
る
さ
と
産
直
ふ
れ
あ
い

市
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
あ
す
ば
る

（
５
８
４
）１
２
６
１

（
５
８
４
）１
２
６
２

福
岡
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

化
学
繊
維
研
究
所「
一
般
公
開
」

　

11
月
は
、科
学
の
月「
フ
ク
オ
カ
・
サ

イ
エ
ン
ス
マ
ン
ス
」で
す
。主
に
小
学
生

を
対
象
と
し
た
、楽
し
く
科
学
に
触
れ

合
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

（
先
着
順
）で
す
。家
族
で
ぜ
ひ
来
場
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象　

小
学
生
以
上

日
時　

11
月
12
日
㈯（
雨
天
決
行
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

同
研
究
所（
筑
紫
野
市
上か

み
こ
が

古
賀

３
ー
２
ー
１
）

内
容　
「
君
の
ま
わ
り
に
サ
イ
エ
ン
ス
」

を
テ
ー
マ
に
行
う
藍
染
め
、プ

ラ
バ
ン
で
遊
ぼ
う
、貝
殻
ア
ク

セ
サ
リ
ー
作
製
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

同
研
究
所

（
９
２
５
）７
７
２
１

（
９
２
５
）７
７
２
４

福
岡
県
農
業
大
学
校

農
大
秋
ま
つ
り

　

福
岡
県
農
業
大
学
校
秋
ま
つ
り
を
盛

大
に
開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
12
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

同
校（
筑
紫
野
市
大
字
吉よ

し
き木
７

６
７
）

内
容　

農
大
農
産
物
直
売
、農
業
体
験

（
花
の
寄
せ
植
え
、み
か
ん
狩

り
）、合
鴨
レ
ー
ス
、ク
イ
ズ
大

会
、ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、餅
ま
き
な

ど

※
農
業
体
験
は
当
日
先
着
順
で
す
。詳

し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
か
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
校
秋
ま
つ
り
実
行

委
員
会

（
９
２
５
）９
１
２
９

（
９
２
５
）２
４
１
１

http://w
w

w
.fuknodai.jp/

第
18
回

福
岡
県
農
林
水
産
ま
つ
り

　

農
林
水
産
業
は
、農
林
水
産
物
の
供

給
は
も
と
よ
り
、県
土
や
自
然
の
保
全
、

健
全
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
形
成
な

ど
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

農
林
水
産
業
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、み
ん
な
の「
ふ
る
さ
と
福
岡
」を
育

て
る
た
め
、県
民
参
加
の
祭
典
を
行
い

ま
す
。ま
た
、「
ふ
る
さ
と
の
食
に
っ
ぽ

ん
の
食
」福
岡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
同

時
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時

▽
11
月
19
日
㈯

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

▽
11
月
20
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

県
営
天
神
中
央
公
園
、ア
ク
ロ

ス
福
岡（
福
岡
市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神

１
丁
目
）

※
来
場
の
際
は
で
き
る
だ
け
公
共
交
通

機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容　

農
林
水
産
特
別
功
労
者
な
ど
の

表
彰
、県
内
農
林
水
産
物
の
展

示
・
即
売
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

同
ま
つ
り
運
営
委
員

会
事
務
局（
福
岡
県
園
芸
振
興

課
内
）

（
６
４
３
）３
４
８
６

（
６
４
３
）３
４
９
０
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転
職
を
希
望
し
て
い
る
人

科
目　

｢

医
療
事
務
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ

ー
ク｣

講
習
会（
医
療
事
務
メ
デ

ィ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
合
格
に
向
け

た
講
習
）

期
間　

12
月
13
日
㈫
〜
平
成
24
年
２
月

21
日
㈫（
平
日
夜
間
23
日
間
）

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
研
修
室

（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

試
験
日　

平
成
24
年
２
月
25
日
㈯

受
講
料

　２
万
円
程
度（
テ
キ
ス
ト
代
・

検
定
料
）

定
員　

20
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
・

応
募
数
半
数
以
下
の
場
合
中

止
）

託
児　

１
歳
〜
未
就
学
児（
要
予
約
・
試

験
日
の
託
児
な
し
）

申
込
方
法　

11
月
17
日
㈭（
必
着
）ま
で

に
、郵
便
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
所

定
の
申
込
書
を
送
る

※
申
込
書
は
同
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
市
こ

ど
も
未
来
課（
市
役
所
２
階
）で
配
布

し
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

（
５
８
４
）３
９
３
１

（
５
８
４
）３
９
２
３

足
元
か
ら
の
健
康
塾

参
加
者
募
集

　

体
を
支
え
る
足
や
爪
の
ト
ラ
ブ
ル
は

年
齢
を
重
ね
る
と
と
も
に
起
こ
り
や
す

く
な
り
ま
す
。い
つ
ま
で
も
軽
や
か
な

足
取
り
で
若
々
し
く
い
る
た
め
に
も
、

足
元
か
ら
の
健
康
に
つ
い
て
一
緒
に

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

対
象　

65
歳
以
上
の
市
民

日
時　

11
月
14
日
㈪

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

講
義　
「
高
齢
者
に
起
こ
り
や
す
い
足

の
ト
ラ
ブ
ル
と
、足
も
と
の
ケ

ア
に
つ
い
て
」

講
師　

湯ゆ
あ
さ浅
慶よ
し
ろ
う朗
さ
ん（
理
学
療
法
士
）

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
介
護
予
防
担

当

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

就
業
支
援
講
習
会

　

母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
寡
婦
の
自
立

促
進
の
た
め
の
講
習
会
で
す
。

対
象　

母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
寡
婦
で

資
格
を
生
か
し
求
職
あ
る
い
は

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ぶ
ど
う
の
庭
」第
９
回
で
あ
い
祭

　

同
セ
ン
タ
ー「
ぶ
ど
う
の
庭
」で
は
、

地
域
で
活
動
す
る
団
体
を
紹
介
し
、市

民
活
動
に
参
加
す
る
き
っ
か
け
づ
く
り

を
行
う
場
と
し
て「
で
あ
い
祭
」を
開
催

し
ま
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は「
交
流
」（
広
げ
よ

う
人
の
輪
、強
め
よ
う
心
の
絆
）で
す
。

ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
12
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

内
容　

地
域
で
活
動
し
て
い
る
市
民
団

体
の
活
動
発
表
、作
品
販
売
、屋

台
、ミ
ニ
ラ
イ
ブ
、芝
田
山
部
屋

の
力
士
と
の
交
流
な
ど

場
所
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

「
ぶ
ど
う
の
庭
」（
須
玖
北
５
ー

１
５
５

（
５
８
９
）３
３
８
８

（
５
８
９
）３
３
９
９

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

「
家
族
の
日
」イ
ベ
ン
ト

　

福
岡
県
が
実
施
す
る「
ふ
く
お
か
・

み
ん
な
で
家
族
月
間
」の
一
環
と
し
て
、

家
族
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。

日
時　

11
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　

同
プ
ラ
ザ（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

内
容　

家
族
連
れ
プ
ー
ル
利
用
料
金
無

料
、ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、親
子
運

動
教
室
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

同
プ
ラ
ザ
総
合
案
内

（
５
８
４
）１
２
１
２

（
５
８
４
）１
２
１
４

体
力
年
齢
は
い
く
つ
で
す
か

体
力
・
運
動
能
力
調
査

　

６
つ
の
種
目
を
行
い
、体
力
年
齢
を

測
定
し
ま
す
。こ
の
機
会
に
今
の
体
力

を
調
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
、予
約
も
不
要
で
す
。

対
象　

20
歳
〜
64
歳
の
人

日
時　

11
月
17
日
㈭

　
　
　

午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
体
育
室

（
大
谷
６
ー
28
）

種
目　

握
力
、上
体
起
こ
し
、長
座
体
前

屈
、反
復
横
跳
び
、立
ち
幅
跳

び
、急
歩（
男
子
１
５
０
０
ｍ
、

女
子
１
０
０
０
ｍ
）

問
い
合
わ
せ
先　

ス
ポ
ー
ツ
課

（
５
７
１
）３
２
３
４

（
５
８
５
）１
６
３
４

春
日
公
園
コ
ー
ス
を
歩
こ
う

健
康
ウ
ォ
ー
ク

　

ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー（
運
動
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
）と
一
緒
に
楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。体
力
に
合
わ

せ
て
７
㎞
と
４
・
５
㎞
の
２
コ
ー
ス
か

ら
選
べ
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、予
約
も
不
要
で
す
。

日
時　

11
月
９
日
㈬（
小
雨
決
行
）

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

（
受
付
：
午
前
９
時
〜
）

集
合
場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
２
階
ロ

ビ
ー（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

※
タ
オ
ル
・
水
筒
・
帽
子
を
持
っ
て
、歩

き
や
す
い
服
装
、運
動
靴
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
保
健
指
導
担

当

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１
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情報ひろば

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

福
岡
県
母
子
家
庭
等
実
態
調
査

　

福
岡
県
母
子
世
帯
等
実
態
調
査
は
５

年
ご
と
に
実
施
し
て
い
る
調
査
で
、「
母

子
世
帯
」、「
父
子
世
帯
」、「
養
育
者
世
帯
」

の
生
活
実
態
や
要
望
事
項
な
ど
を
調
査

し
、今
後
の
母
子
等
福
祉
施
策
の
充
実

お
よ
び
そ
の
効
果
的
推
進
を
図
る
た
め

の
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は「
調
査

員
証
」を
携
帯
し
た
調
査
員
が
訪
問（「
母

子
世
帯
」は
調
査
票
を
送
付
）し
ま
す
。

　

ま
た
、「
養
育
者
世
帯
」に
は
、事
前
に

離
乳
食
教
室

参
加
者
募
集

　

赤
ち
ゃ
ん
の
食
事
量
や
内
容
で
悩
ん

で
い
る
人
の
た
め
の
、離
乳
食
の
作
り

方
や
進
め
方
の
教
室（
離
乳
食
中
期
以

降
の
話
が
中
心
）で
す
。

　

託
児（
１
人
３
０
０
円
）も
あ
り
ま

す
。

対
象　

６
〜
８
カ
月
の
子
ど
も
を
持
つ

保
護
者

対
象
世
帯
を
確
認
す
る
た
め
の
予
備
調

査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

対
象　

無
作
為
に
抽
出
し
た
県
内
の
母

子
世
帯
３
７
５
０
世
帯
、父
子

世
帯
２
０
０
０
世
帯
、養
育
者

世
帯
１
０
０
０
世
帯

調
査
日　

11
月
１
日
現
在

調
査
期
間　

11
月
１
日
㈫
〜
21
日
㈪

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
児
童
家
庭
課

（
６
４
３
）３
２
５
７

（
６
４
３
）３
２
６
０

日
時　

11
月
30
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
受
付
：
午
後
１
時
〜
）

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

参
加
費

　２
０
０
円（
実
習
材
料
費
）

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
物　

母
子
健
康
手
帳
、エ

プ
ロ
ン
、三
角
巾
、手
拭
き
タ
オ

ル
、託
児
に
必
要
な
道
具（
記
名

済
み
の
も
の
）

申
込
方
法　

11
月
２
日
㈬
〜
18
日
㈮

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
、子
ど
も

の
生
年
月
日
、託
児
の
有
無
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
保
健

指
導
担
当

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

ウ
ェ
ル
カ
ム
か
す
が

お
友
達
作
り
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

　

春
日
市
に
引
っ
越
し
て
き
た
妊
婦

や
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
の
た
め
の

テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
で
す
。子
育
て
に

関
す
る
情
報
も
た
く
さ
ん
用
意
し
て
い

ま
す
。

　

友
達
づ
く
り
に
ぜ
ひ
参
加
し
ま
せ
ん

か
。

対
象　

０
歳
〜
未
就
学
児
と
そ
の
保
護

者
、妊
婦

日
時　

11
月
24
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
和
室（
原

町
３
ー
１
ー
７
）

参
加
費　

１
組
５
０
０
円

定
員　

親
子
15
組

申
込
方
法　

11
月
14
日
㈪
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
、子
ど
も
の
名

前
・
年
齢
・
人
数
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

（
５
７
２
）８
７
４
０（

兼
用
）

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

「
幸
せ
の
カ
ギ
は
お
母
さ
ん
！
」

　

健
全
な
子
育
て
、和
や
か
な
家
庭
づ

く
り
を
推
進
し
、明
る
い
地
域
社
会
を

目
指
す
た
め
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い

ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、託
児（
無
料
・
要
予

約
）も
あ
り
ま
す
。

対
象　

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
を
育
て

て
い
る
母
親

日
時　

11
月
18
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
セ
ミ
ナ
ー

ル
ー
ム（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

定
員　

１
２
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

家
庭
倫
理
の

会
福
岡
市　

小お
ぐ
す楠

０
９
０（
１
０
８
９
）６
１
８
８

（
５
９
５
）０
６
４
６

困ったときは
消費生活センターへ

相談日　毎週月・水・木・金曜日
時　間　午前10時～午後0時15分、
　　　　午後1時～3時
場　所　市役所2階春日市消費生活センター☎（584）1155（直通）

外国通貨の買い取り話に注意！
　「外国通貨を買った額より高値で買い取る」と持ちかける手口のトラ
ブルが発生しています。
○相談事例

A社から外国通貨に関するパンフレットが届いた数日後、Ｂ社から
電話があり「Ａ社の資料が届いたか。自分たちの代わりにその通貨を
買ってほしい。お礼を含めて高く買い取る」といわれた。パンフレットの
内容もよく分からないため断り続けていたが、電話を切ってくれないの
で「買い取ってくれるなら」と思い、Ａ社に電話で申し込み、130万円
を振り込んだ。その後、Ｂ社から「もっと買ってほしい」という電話が何
度もあり「もうお金がない」と答えると「生命保険を解約しろ」「裁判に
する」「お金を取り立てにいく」と脅されてとても怖かった。

○ひとこと助言
過去にイラク、スーダン通貨の事例がありましたが、最近、アフガ

ニスタン通貨に関する相談が寄せられています。
勧誘時には、「通貨を買うことで貨幣価値が上がり、アフガニスタ

ン復興の支援になる」「資源豊富な国で、政情も安定してきたので
必ず価値が上がる」などというセールストークが使われています。

このような手口で実際に買い取りが行われたケースは1件も確認
されていません。またアフガニスタンの通貨は日本の銀行では取り
扱いがなく、国内で日本円にすることは極めて困難です。
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手
作
り
の
し
め
飾
り
で
お
正
月
を

歴
史
体
験
教
室

　

親
子
で
し
め
飾
り
作
り
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。岡
本
地
区
の
皆
さ
ん
の

協
力
を
得
て
作
り
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

12
月
10
日
㈯

　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

※
小
学
４
年
生
以
下
の
子
ど
も
は
保
護

者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所　

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館（
岡
本

３
ー
57
）

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
物　

ハ
サ
ミ

申
込
方
法　

11
月
10
日
㈭
〜
12
月
１
日

㈭
に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号

を
伝
え
る（
窓
口
申
込
可
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
資
料
館

（
５
０
１
）１
１
４
４

（
５
７
３
）１
０
７
７

初
心
者
や
親
子
の
参
加
も
歓
迎

や
き
も
の
作
り
教
室

　

や
き
も
の
作
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、

古
代
の
陶
人
気
分
を
味
わ
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

作
っ
た
作
品
は
、窯
で
焼
い
て
、後
日

お
渡
し
し
ま
す
。

日
時　

12
月
10
日
㈯

▽
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

▽
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

※
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
保
護
者
同

伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所　

の
ぼ
り
窯
体
験
広
場（
白
水
ヶ

丘
１
ー
４
）

参
加
費　

粘
土
５
０
０ｇ
当
た
り
２
０

０
円（
材
料
費
）

定
員　

各
15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

11
月
10
日
㈭
〜
12
月
９
日

㈮
に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、氏
名
、年
齢（
小
学
生
以

下
の
み
）、電
話
番
号
、希
望
時

間
を
伝
え
る（
窓
口
申
込
可
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館（
岡
本
３
ー
57
）

（
５
０
１
）１
１
４
４

（
５
７
３
）１
０
７
７

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

販
売
事
務
講
習

　

福
岡
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
は
、働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
の

た
め
に
技
能
講
習
を
行
い
ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

対
象　

雇
用
就
業
中
で
な
い
55
歳
以
上

の
人

※
公
共
職
業
安
定
所
で
の
求
職
登
録
が

必
要
で
す
。

日
時　

11
月
28
日
㈪
〜
12
月
７
日
㈬

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
８
日
間
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

深
見
ビ
ル（
福
岡
市
博
多
区
博は

か

多た
え
き
ま
え

駅
前
４
ー
14
ー
１
）

定
員　

25
人

※
申
込
多
数
の
場
合
は
申
込
書
を
審
査

の
上
決
定
し
、受
講
決
定
者
の
み
通

知
し
ま
す
。

申
込
方
法　

11
月
14
日
㈪（
必
着
）ま
で

に
、市
福
祉
計
画
課（
市
役
所
１

階
）に
あ
る
受
講
申
込
書
を
郵

送
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
連
合
会

（
６
２
３
）５
６
５
６

（
６
２
３
）５
６
７
７

お
宝
文
化
人

園
芸
講
座

　

春
日
市
の
お
宝
文
化
人
の
池い
け
だ田
滋
し
げ
る

さ
ん
に
よ
る「
リ
サ
イ
ク
ル
容
器（
鉢
）

に
創
作
す
る
秋
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
寄
せ
植

え
」を
作
る
園
芸
講
座
で
す
。

　

初
心
者
で
も
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

日
時　

11
月
12
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

学
習
室
１（
大
谷
６
ー
24
）

参
加
費　

１
０
０
０
円（
材
料
費
）

定
員　

15
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

持
っ
て
く
る
物　

使
い
古
し
の
植
木
鉢

（
直
径
30
㎝
程
度
）か
プ
ラ
ン

タ
ー（
14
ℓ
）、園
芸
用
手
袋

申
込
方
法　

11
月
５
日
㈯
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス（
午
後
５
時

以
降
）で
住
所
、氏
名
、電
話
番

号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

池い
け
だ田

（
５
７
３
）９
８
８
５（

兼
用
）

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
署

普
通
救
命
講
習
Ⅱ

　

人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）、そ
の
他
の
応
急

処
置
な
ど
を
身
に
付
け
る
救
命
講
習
会

で
す
。

　

筆
記
・
実
技
試
験
を
実
施
し
ま
す
が
、

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

春
日
市
、大
野
城
市
、那
珂
川
町

に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
す

る
中
学
生
以
上
の
人

日
時　

12
月
18
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時
30

分

場
所　

同
消
防
本
部（
春
日
２
ー
２
ー

１
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員　

40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
消
防
署

▽
北
出
張
所
救
急
係

　

（
５
８
９
）０
１
１
９

　

（
５
８
９
）０
０
９
９

▽
本
署
救
急
係

　

（
５
８
４
）１
１
９
９

　

（
５
８
４
）１
１
６
１

「
地
名
が
語
る 

春
日
の
昔
」

受
講
者
募
集

　

地
域
の
歴
史
を
調
べ
る
手
掛
か
り
と

な
る
も
の
に
、遺
跡
の
発
掘
調
査
や
古

文
書
が
あ
り
ま
す
が
、実
は
地
名
も
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。こ
の
講

座
で
は
、中
世
の
白
水
荘
な
ど
に
つ
い

て
地
名
か
ら
春
日
の
昔
を
探
り
ま
す
。

地
名
と
発
掘
の
不
思
議
な
つ
な
が
り
に

耳
を
傾
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

受
講
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

対
象　

春
日
市
の
地
名
や
歴
史
に
興
味

の
あ
る
人

※
内
容
は
大
人
向
け
で
す
。

日
時　

11
月
27
日
㈰

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新
館

中
研
修
室（
大
谷
６
ー
24
）

講
師　

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
文
化
財

課
職
員

定
員　

50
人（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
民
図
書
館

（
５
８
４
）４
６
４
６

（
５
８
４
）３
９
０
０
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情報ひろば

土
地
家
屋
調
査
士
会

境
界
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
ふ
く
お
か

　

同
会
で
は
、社
会
基
盤
と
し
て
の
土

地
の
有
効
利
用
と
土
地
境
界
に
関
す
る

問
題
提
起
と
し
て
、「
境
界
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」を
開
催
し
ま
す
。

　
「
境
界
」を
知
り
、「
境
界
」に
ま
つ
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
や

解
決
方
法
を
み
ん
な
で
学
び
、考
え
ま

せ
ん
か
。

日
時　

11
月
23
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

場
所　

ア
ク
ロ
ス
福
岡
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー

ル（
福
岡
市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神
１
ー

１
ー
１
）

内
容

▽
寸
劇

み
ん
な
で
学
ぼ
う「
境
界
っ
て
な
に
」

▽
基
調
講
演

「
境
界
紛
争
の
解
決
に
つ
い
て
」

▽
公
開
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
境
界
紛
争
の
解
決
方
法
」

※
土
地
建
物
の
登
記
や
境
界
問
題
な
ど

の
無
料
相
談
会
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
土
地
家
屋
調

査
士
会

（
７
４
１
）５
７
８
０

（
７
３
１
）５
２
０
２

福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会

受
講
生
募
集

○
１
級
販
売
士
受
験
対
策
講
習

期
日　

12
月
10
日
㈯
・
17
日
㈯
、平
成

24
年
１
月
７
日
㈯
・
14
日
㈯
・

21
日
㈯

※
１
日
１
科
目（
全
５
科
目
）で
す
。

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

30
分

受
講
料　

１
科
目
８
０
０
０
円（
資

料
代
含
む
）

※
５
科
目
受
講
の
場
合
は
、３
万

６
０
０
０
円
で
す
。

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
受
付
開
始
日　

11
月
2
日
㈬

○
パ
ソ
コ
ン「
ワ
ー
ド
＆
エ
ク
セ
ル
」講

習期
日　

平
成
24
年
１
月
10
日
㈫
〜
26

日
㈭（
土
・
日
曜
日
、18
日
㈬

を
除
く
）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

受
講
料　

３
万
８
０
０
０
円（
テ
キ

ス
ト
代
含
む
）

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
受
付
開
始
日　

11
月
18
日
㈮

申
込
方
法　

受
付
開
始
日
の
午
前
９
時

以
降
に
電
話
で
申
し
込
む

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
訓
練

協
会（
福
岡
市
東
区
千ち

は
や早
５
ー

３
ー
１
）

（
６
７
１
）６
８
３
１

（
６
７
２
）２
１
３
３

働
く
人
の

な
ん
で
も
労
働
相
談

　

解
雇
、賃
金
未
払
い
、い
じ
め
、セ
ク

ハ
ラ
な
ど
職
場
で
発
生
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
労
働
問
題
に
関
す
る
相
談
に
無
料
で

応
じ
ま
す
。

　

予
約
は
不
要
で
す
。秘
密
は
厳
守
し

ま
す
の
で
、一
人
で
悩
ま
ず
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、当
日
は
面
談
の
み
の
相
談
受

け
付
け
に
な
り
ま
す
。

対
象　

労
働
者
、使
用
者

日
時　

11
月
12
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

場
所　

ア
ク
ロ
ス
福
岡
６
階
会
議
室

（
福
岡
市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神
１
ー
１

ー
１
）

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
福
岡
労
働
者

支
援
事
務
所（
福
岡
市
中
央
区

赤あ
か
さ
か坂
１
ー
８
ー
８
）

（
７
３
５
）６
１
４
９

（
７
１
２
）０
４
９
７

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

無
料
法
律
相
談

　

同
支
局
と
筑
紫
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
に
よ
る
弁
護
士
の
無
料
法
律
相
談
で

す
。

日
時　

11
月
17
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

同
支
局
１
階
相
談
室（
筑
紫
野

市
二ふ

つ
か
い
ち

日
市
中ち
ゅ
う
お
う
央
５
ー
14
ー
７
）

定
員　

６
人（
申
込
先
着
順
）

相
談
時
間　

１
人
30
分
以
内

申
込
方
法　

11
月
８
日
㈫
午
前
８
時
30

分
以
降
に
、電
話
で
予
約
す
る

※
資
力
基
準
を
満
た
す
人
を
対
象
と
し

ま
す
の
で
、予
約
の
際
に
は
収
入
な

ど
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
支
局

（
９
２
２
）２
８
８
１

（
９
２
２
）３
３
４
２

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、職

場
で
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、つ
き
ま
と
い（
ス
ト
ー
カ
ー
）な
ど
、

悩
み
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
た

ら
、ど
ん
な
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
一
人

で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

人
権
擁
護
委
員
と
法
務
局
職
員
が
、

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
14
日
㈪
〜
20
日
㈰

　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

※
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
で
す
。

な
お
、「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」は
、全
国
の
法
務
局
に
平
成
12
年

か
ら
設
置
し
て
お
り
、祝
祭
日
を
除

く
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で（
そ

れ
以
外
は
留
守
番
電
話
対
応
）、相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
電
話
番
号（
全
国
共
通
）

０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
法
務
局
人
権
擁

護
部

（
８
３
２
）４
３
１
１

（
８
３
２
）４
３
２
３

遺
言
・
相
続
・
成
年
後
見
な
ど

暮
ら
し
の
悩
み
無
料
相
談

　

遺
言
、相
続
、成
年
後
見
制
度
、消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
暮
ら
し
の
悩
み
に
つ

い
て
、行
政
書
士
が
無
料
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。

期
日
・
場
所

▽
11
月
12
日
㈯

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町
３
ー
１

ー
７
）

▽
11
月
２
日
㈬
・
９
日
㈬
・
16
日
㈬

春
日
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

「
心
配
ご
と
相
談
室
」（
昇
町
３
ー
１

０
１
）

時
間　

午
後
１
時
〜
４
時

問
い
合
わ
せ
先　

八
年
会
事
務
局

（
５
８
６
）３
６
８
７

（
５
７
３
）１
０
２
３
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妊
娠
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

無
料
電
話
相
談

　

思
い
が
け
な
い
妊
娠
や
、産
み
た
く

て
も
費
用
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を

抱
え
て
一
人
で
悩
ん
で
い
る
女
性
の
た

め
の
全
国
一
斉
匿
名
電
話
相
談「
妊
婦

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
」を
開
設
し
ま

す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。一
人
で
悩
ま

ず
に
、ぜ
ひ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
６
日
㈰
〜
10
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

場
所
・
相
談
電
話
番
号

▽
聖
マ
リ
ア
学
院
大
学
カ
ト
リ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー（
久
留
米
市
津つ

ぶ
く
ほ
ん
ま
ち

福
本
町
４

２
２
）

　

０
１
２
０（
７
８
３
）４
７
７

▽
む
な
か
た
助
産
院（
宗
像
市
日ひ

の
さ
と

の
里

１
ー
１
ー
12
）

　

０
１
２
０（
６
４
１
）０
８
５

▽
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
円
ブ
リ
オ
基
金
セ
ン

タ
ー（
東
京
都
渋
谷
区
神か

み
や
ま
ち
ょ
う

山
町
５
ー

８
ス
テ
ラ
ハ
イ
ム
５
０
５
）

　

０
１
２
０（
７
０
）８
８
５
２

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
い
の
ち
を
守

る
会

（
６
８
２
）０
２
７
１（

兼
用
）

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
現
金
化
・

金
貨
金
融
１
１
０
番

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利
用
さ
せ
無

価
値
の
商
品
を
法
外
な
金
額
で
購
入
さ

せ
る
業
者
、金
貨
の
売
買
を
仮
装
し
て

暴
利
の
融
資
を
行
う
業
者
の
被
害
、そ

の
他
多
重
債
務
の
悩
み
に
関
し
て
司
法

書
士
が
無
料
で
電
話
相
談
に
応
じ
ま

す
。

日
時　

11
月
20
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

相
談
電
話
番
号

（
７
２
４
）９
５
０
５

問
い
合
わ
せ
先

　福
岡
県
青
年
司
法
書

士
協
議
会

（
６
６
２
）９
４
１
７

司
法
書
士
に
よ
る

労
働
ト
ラ
ブ
ル
電
話
相
談（
常
設
）

　

未
払
い
賃
金
、解
雇
、そ
の
他
労
働
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、県
内
の
司
法
書
士

が
無
料
で
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

日
時　

毎
週
火
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始

を
除
く
）

　
　
　

午
後
７
時
〜
８
時

相
談
電
話
番
号

（
４
７
７
）８
１
６
０

問
い
合
わ
せ
先　

司
法
書
士 

小こ
ば
や
し林

（
５
２
４
）２
３
３
２

春
日
市
国
際
交
流
協
会

国
際
交
流
バ
ス
ハ
イ
ク

　

晩
秋
の
篠
栗
南
蔵
院
と
博
多
櫛
田
神

社
を
外
国
の
人
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
27
日
㈰（
雨
天
決
行
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

※
集
合
場
所
な
ど
詳
し
く
は
、申
し
込

み
後
に
通
知
し
ま
す
。

参
加
費（
昼
食
代
、保
険
料
、博
多
町
屋

入
場
料
を
含
む
）

▽
一
般　

１
５
０
０
円

▽
会
員　

１
０
０
０
円

定
員　

50
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

11
月
15
日
㈫
ま
で
に
、フ

ァ
ッ
ク
ス
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
協
会 

高た
か
た田

０
９
０（
２
９
６
０
）７
７
６
６

（
５
１
６
）５
３
４
２

trust5018@
m

opera.net

何
歳
か
ら
で
も
学
べ
る
夜
間
高
校

特
例
措
置
入
学
生
募
集

　

筑
紫
中
央
高
校
定
時
制
課
程
で
は
、

20
歳
以
上
の
人
で
勉
強
を
や
り
直
し
高

校
卒
業
の
資
格
を
得
た
い
と
考
え
て
い

る
人
に
対
し
、希
望
者
に
５
教
科
に
よ

る
入
試
で
は
な
く
特
例
措
置
入
試（
課

題
作
文
・
面
接
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
20
歳
以
上
の
人
が
１
割
余
り
、

そ
の
う
ち
50
歳
以
上
の
人
も
２
人
在
学

し
、毎
日
楽
し
く
学
習
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
一
緒
に
学
習
し
ま
せ
ん

か
。

願
書
受
付
期
間　

平
成
24
年
２
月
15
日

㈬
〜
22
日
㈬（
最
終
日
は
正
午

ま
で
）

試
験
日　

３
月
13
日
㈫
・
14
日
㈬

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県

立
筑
紫
中
央
高
等
学
校
定
時
制

課
程

（
５
８
１
）５
４
７
９

（
５
８
１
）１
５
８
４

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
の
会

児
童
虐
待
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

あ
な
た
の
一
歩
が
子
ど
も
を
虐
待
か

ら
守
り
ま
す
。子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守

る
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運
動
に
賛
同
し
、

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
で
一
緒
に
チ

ラ
シ
と
リ
ボ
ン
を
配
布
し
て
く
れ
る
人

を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
人

日
時　

11
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
０
時
30
分

集
合
場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

新
館
ス
プ
リ
ン
グ
ホ
ー
ル
前

（
大
谷
６
ー
24
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
会 

近こ
ん
ど
う藤

（
５
９
５
）２
４
６
４（

兼
用
）

筑
紫
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
税
を
考
え
る
週
間
」

　

国
税
庁
は
、毎
年
11
月
11
日
か
ら
17

日
ま
で
を「
税
を
考
え
る
週
間
」と
定

め
、さ
ま
ざ
ま
な
広
報
・
広
聴
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、「
税
の
役
割
と
税
務
署
の
仕

事
」を
テ
ー
マ
と
し
て
、税
の
役
割
、適

正
・
公
平
な
課
税
と
徴
収
の
実
現
に
向

け
た
国
税
庁
の
取
り
組
み
や
ｅ
ー
Ｔ
ａ

ｘ
を
は
じ
め
と
し
た
国
税
庁
の
Ｉ
Ｔ
化

に
関
す
る
諸
施
策
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
特
集

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、テ
ー
マ
に
即
し
た

情
報
を
提
供
す
る
ほ
か
、広
く
国
民
の

皆
さ
ん
か
ら「
国
税
庁
に
対
す
る
要
望
」

な
ど
を
聴
く
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
窓
口

を
開
設
し
ま
す
の
で
、利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
税
務
署
総
務
課

（
９
２
３
）１
４
０
０

http://w
w

w
.nta.go.jp
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情報ひろば

11
月
16
日
㈬
は

「
福
岡
県
内
一
斉
ノ
ー
残
業
デ
ー
」

　

福
岡
労
働
局
で
は
、11
月
を「
仕
事

と
生
活
の
調
和（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
）推
進
期
間
」と
位
置
付
け
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、県
内
の
企
業
・
働
く
皆
さ
ん

へ
、11
月
16
日
㈬
に「
今
日
は
定
時
で
帰

ろ
う
。」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
た
一
斉

ノ
ー
残
業
デ
ー
の
実
施
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

　
「
毎
日
残
業
」で
は
な
く
、働
き
方
に

メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
こ
と
も
重
要
で

す
。ま
だ
、ノ
ー
残
業
デ
ー
を
導
入
し

て
い
な
い
企
業
な
ど
は
、こ
の
機
会
に

ノ
ー
残
業
デ
ー
を
導
入
し
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
る
か
、福
岡

労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
労
働
局
労
働
基

準
部
監
督
課

（
４
１
１
）４
８
６
２

（
４
７
５
）０
１
８
３

http://fukuoka-roudoukyoku.
jsite.m

hlw
.go.jp/

利
用
し
て
く
だ
さ
い

犯
罪
被
害
給
付
制
度

　

通
り
魔
殺
人
な
ど
の
故
意
の
犯
罪
行

為
に
よ
り
亡
く
な
っ
た
人
の
遺
族
や
身

体
に
障
が
い
が
残
っ
た
人
、重
大
な
負

傷
ま
た
は
疾
病
を
受
け
た
人
に
給
付
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

支
給
要
件
や
申
請
手
続
き
な
ど
、詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
福
岡
県
警
察
本
部
被
害
者
支
援
・
相

談
課

　

（
６
４
１
）４
１
４
１

▽
筑
紫
野
警
察
署

　

（
９
２
９
）０
１
１
０

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

１
人
で
も
雇
っ
た
ら
、労
働
保
険

　

11
月
は「
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化

期
間
」で
す
。労
働
者（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
含
む
）を
１
人
で
も
雇
っ
て
い
る

事
業
主
は
、労
働
保
険（
労
災
保
険
・
雇

用
保
険
）に
加
入
す
る
こ
と
が
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
加
入
手
続
き
を
と
っ
て
い
な
い

事
業
主
は
、労
働
者
の
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
働
け
る
よ
う
、所
轄
の
労
働
基
準

監
督
署
や
公
共
職
業
安
定
所（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
）で
加
入
の
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
労
働
局
労
働
保

険
徴
収
課

（
４
３
４
）９
８
３
５

（
４
３
４
）９
８
２
４

http://fukuoka-roudoukyoku.
jsite.m

hlw
.go.jp/

7月30日にふれあい文化センターで行った第61回「社会を明るくする
運動」推進大会の一環として、市内4つの小学校から募集した作文
の、最優秀作品（原文のまま）を紹介します。

　3月11日に東日本大震災がありました。ぼくは、7月4日に新
潟県佐渡市から福岡に引っこして転入してきました。東北では、
今でもひ難所で生活をおくっている人がいます。原発問題など
複雑なこともあり、そのせいで今の社会はすごく暗いです。どう
すれば明るくなるのかをぼくなりに考えてみました。
　一つ目は節電です。むだな電気を使わず有効な電気の使い
方をすればいいと思いました。さっそく家族で声をかけ合ってやっ
ています。
　二つ目は募金です。むだな金を使わず、ひ災者に募金をすれ
ばいいと思いました。これもさっそく買い物にいった時にレジの
横にある箱におつりを入れました。入れる時は少しドキドキしたけ
ど、入れると心がすっきりしました。日本が一つになり力を合わせ
ればどんな困難ものりこえられると思います。それが社会を明る
くすることにつながっていくと思うのです。
　地震とは関係なくお金をどんどん回すことも社会を明るくする
ことにつながると思いました。
　その理由はこうです。たけしさんがお肉屋さんで肉を買ったと
します。お肉屋さんにお金がわたりそのお金で肉を仕入れます。
お肉を売った人はそのお金で食料を買います。こうするとお金が
回ります。それをつづけるとお肉屋さんに客がいっぱいいくので
物の値段が高くなります。この状態が上にもいかず下にもいかず
つづくと景気が良くなり人々が豊かに生活をおくることができます。
みんながお金で物を買うことが日本のためにもなり自分のために
もなります。まさに一石二鳥です。一石二鳥がむだなことを減ら
します。一人一人が日本のことを考えて行動すればいいと思い
ました。
　さらに身近なことでみんなの心を明るくできるのは、あいさつだ、
と思って自分から進んでやっています。あいさつをすると心がほ
かほかします。それにいろんな人とあいさつをすることで人間関
係が深まり毎日が楽しくなります。
　ほかにも、例えば友だちに悪いことをしてしまった時はごめんな
さいと言うし、お母さんがご飯を作ってくれた時も「いただきます」
や「ごちそうさま」と言って感謝の気持ちを伝えたいです。心
がつうじ合ってみんなが笑顔になってほしいです。
　これまでは明るくするためにどうするかを話しましたが、逆にな
ぜ社会は暗くなるのかも考えてみました。悩み考えたすえの結論は、
一人一人が自分勝手な行動をすることだと考えました。
　これらのことから周りのことも考えながら、ぼくも社会を明るくす
る一員になれるよう、これから節電やあいさつなどをひきつづき心
をこめてやっていきたいです。

社会を明るくするために
　　　　　　　春日南小学校6年　木

き む ら

村　葵
あおい
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◆ の行事は、幼児も参加できます。保護者同伴で遊びに来てくださ
い。

◆表中の金額は参加費（材料代や交通費）です。
◆ は申し込みが必要な行事です。11月1日（火）午後5時以降に申し込ん

でください。受け付けは午後6時までです（電話可・小学生以上は原則
として本人申込）。なお、申し込みは1人1行事までとし、行事によって
は市外の人は参加できない場合があります。

◆天候により、中止または内容を変更することがあります。事前に問い合
わせてください。

11月の行事予定表

開館時間　各館とも午前10時〜午後5時

須
す ぐ

玖児童センター
須玖南2 ｰ120　☎（573）2431 （584）7739

光
ひ か り ま ち

町児童センター
光町2 ｰ180 ｰ4　☎（501）7014 （501）7033

毛
け か つ

勝児童センター
大土居1 ｰ38　☎（581）5614 （581）5616

白
し ろ う ず

水児童センター
天神山1-213　☎（593）2777 （593）2801

2日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時 ※雨天中止

5日（土）
インラインスケート教室　
午後1時30分〜3時、12人 　※雨天時は12日㈯に延期

9日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時 ※雨天中止
12日（土） おまたせ！トランポリン　午前11時〜正午

13日（日）
楽しいクッキング（きのこのクリームシチュー）
午前10時30分〜正午、10人、100円 　※米一合持参

16日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時 ※雨天中止
19日（土） おはなし広場（しゃぼん玉さん）　午後2時〜2時30分

20日（日）
みんなで工作（2012年カレンダー作り）
午前11時〜正午、10人、50円 

26日（土）
児童センター映画祭「アーサーとミニモイの不思議な国」
午後2時15分〜4時（受付：午後2時〜）

27日（日） トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

30日（水）
親子で作ろう（2012年カレンダー作り）
午前11時〜正午、10組、50円、2歳以上の子どもと保護者 
屋上DEあそぼ　午後4時〜5時 ※雨天中止

1日（火） すくすく育児相談　午前10時〜11時30分
5日（土） 道場破り　午後2時〜3時

12日（土）
運動あそび（ケカリンピック）　午後2時〜3時
トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

13日（日）
作って遊ぼう!（ふわふわ宇宙人バージョンアップ☆）
午後2時〜3時

19日（土）
児童センター映画祭「チキン・リトル」
午後2時30分〜午後4時（受付：午後2時15分〜）

22日（火）
こんにちは！！ニコヨチ児童センター（0〜3歳児向け）
午前10時30分〜正午、場所：いきいきプラザすこやかルーム

26日（土）
かんたんクッキング（ホットサンドでピクニック）
午前10時30分〜正午、12人、150円 

27日（日）

毛勝DE屋台やさん へい！いらっしゃい
（お店屋さんになって働いたり、お買い物をしたりできるよ！）
午後2時〜3時30分、チケット100円（くじ・お菓子つかみ取
り）、先着100人

 29日（火） おはなし・だいすき　午前11時〜11時30分

2日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜4時40分　※雨天中止
5日（土） バドミントン大会　午後2時〜3時、先着12人
9日（水） マットで遊ぼう！　午後4時〜4時40分

12日（土）
遊びの出前！児童センター
午前10時30分〜11時30分、場所：春日野小ときめきホール
トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

13日（日） かんたん工作（オリジナルカー）　午後2時〜3時
16日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜4時40分　※雨天中止

19日（土）
おむすび隊（キャラおにぎり＆中華スープ）　
午前10時〜正午、10人、100円 

20日（日） パパニコ運動会（満2歳以上）　午前10時30分〜11時30分

22日（火）
こんにちは！！ニコヨチ児童センター（0〜3歳児向け）
午前10時30分〜正午、場所：いきいきプラザすこやかルーム

26日（土）
児童センター映画祭「モンスターズインク」
午後3時〜4時50分（受付：午後2時45分〜）、先着100人）

トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

29日（火）
11月生まれのお誕生会＆おはなし会
午前11時〜11時30分

30日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜4時40分　※雨天中止

子
育
て
広
場

ヨチヨチ広場
（0〜1歳児向け）

▶須玖：9日㈬、10日㈭　▶毛勝：11日㈮、25日㈮
▶白水：8日㈫、9日㈬　  ▶光町：17日㈭ 午前11時〜11時40分 今月の休館日

親子サロン
（1〜3歳児向け）

▶須玖：25日㈮ 　▶毛勝：1日㈫
▶光町：24日㈭

　午前10時30分〜
（1時間程度）

3日㈭、
7日㈪、14日㈪、
15日㈫、21日㈪、
23日㈬、28日㈪

ニコニコくらぶ
（満2歳以上）

▶須玖：17日㈭、18日㈮
▶毛勝：9日㈬、10日㈭、16日㈬、17日㈭
▶白水：10日㈭、11日㈮、24日㈭、25日㈮
▶光町：10日㈭、11日㈮

2日（水） おはなしな〜に？　午前11時〜11時30分

4日（金）

親子サロン　ミニ運動会（1〜3歳児向け）
午前10時30分〜11時30分

屋上でお弁当会
午前11時45分〜午後1時、お弁当・水筒持参 ※雨天中止

5日（土）
道場やぶり　午後2時〜3時

トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

6日（日）
屋上DEあそぼ（インラインスケート）
午前10時30分〜11時30分、10人 　※雨天中止

13日（日）
わんぱく広場（秋のミニ運動会）　
午前10時30分〜11時30分

17日（木）
ママの“ホッ”とタイム（エアロビでリフレッシュ！）
午前10時〜正午、15人、500円 
※託児は10日㈭までに要申込（1人500円）

20日（日）
わくわくクッキング（おいもパーティー）
午前10時30分〜正午、12人、100円 

22日（火）
こんにちは！！ニコヨチ児童センター（0〜3歳児向け）
午前10時30分〜正午、場所：いきいきプラザすこやかルーム

27日（日） 作ってわくわく（スリンキー）　午前10時30分〜11時30分
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市の人口　 9/30 現在

◎総人口  109,924人
（前月比-6）

女 　56,446人

男　 53,478人

◎世帯数  44,788世帯

◎増       ●転入      448人

　　 ●出生        79人

  ●その他増    4人

◎減       ●転出      483人   

●死亡        51人

●その他減　 3人

前
まえさこ

迫 優
ゆ い な

衣奈ちゃん（大和町）
平成22年11月1日生

 井
い

元
もと

 颯
そう

馬
ま

ちゃん（小倉東）
平成22年11月3日生

本
ほん

田
だ

 まみちゃん（天神山）
平成21年11月2日生

 萩
はぎ

尾
お

 昊
こうへい

平ちゃん（光町）
平成22年11月6日生

 山
やました

下 優
ゆ

月
つき

ちゃん（下白水南）
平成22年11月13日生

11月前期

1
月
生
ま
れ
の

赤
ち
ゃ
ん
募
集

※
３
歳
ま
で

写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
住
所
、
電

話
番
号
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
12
月
1
日
㈭（
消
印
有
効
）ま
で

の
到
着
分
の
中
か
ら
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

送
り
先　

市
報
か
す
が「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
」係
（
〒
816
ー
８
５
０
１

春
日
市
役
所
）　　
　
　
　
　

 　

  

※
写
真
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

月によって相談日時や場所が変更になる場合があります。事前に問い合わせてください。各種相談窓口
法律について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆春日市無料法律相談　☎（584）1148　第3水曜日／ 10時 〜 16時／市役

所／第1水曜日8時30分以降の平日に電話予約／先着15人
◆福岡県無料法律相談　☎（643）3333

第1・第3金曜日／ 13時 〜 16時／県民相談室（県庁内）／実施週の初日8時
30分以降の平日に電話予約／先着6人

◆春日市商工会無料法律相談　☎（581）1407
第1水曜日／ 13時 〜 15時（8時30分から窓口受付）／同商工会／先着6人

◆司法書士総合相談センター無料電話相談　☎（918）5264
金曜日／ 18時 〜 20時／福岡南総合相談センター

悪質商法や架空請求、多重債務など、金銭トラブルについて・・・・・・・・・・・
◆春日市消費生活相談　☎（584）1155 （584）1153

月・水・木・金曜日／ 10時 〜 15時／市消費生活センター（市役所2階）
◆春日市多重債務法律相談　☎（584）1111 （584）1153

第3金曜日／13時〜16時／市役所／上記の市消費生活相談で事前相談の上予約
◆福岡県消費生活相談　☎（632）0999

月〜金曜日：9時 〜 16時30分／日曜日：10時〜 16時（電話相談のみ）／福
岡県消費生活センター（福岡県吉塚合同庁舎1階）

暮らしのさまざまな問題や悩みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆心配ごと相談　☎（581）7225　水曜日／13時〜16時／春日市社会福祉センター4階
人権について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆定例人権相談　☎（584）1111　第1火曜日／ 10時 〜 15時／市役所
◆福岡法務局人権相談　☎（922）2881

月〜金曜日／ 8時30分 〜 17時／福岡法務局筑紫支局
◆子どもの権利110番　☎（752）1331

毎週土曜日／ 12時30分 〜 15時30分／天神弁護士センター
犯罪被害者などの心のケア・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡県警犯罪被害者相談電話「ミズ・リリーフ・ライン」　☎（632）7830

月〜金曜日（祝日・年末年始除く）／ 9時 〜 17時45分／福岡県警察
職場環境、労働条件、子育て中の就職などについて・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡労働者支援事務所

月〜金曜日：9時 〜 17時／水曜日：9時〜 20時（夜間相談）／福岡西総合
庁舎5階／労働相談：☎（735）6149 ／子育て就職支援：☎（725）4034

子育て・子どもの悩みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆家庭児童相談室　☎（584）1015 （584）7739

月〜土曜日／9時30分 〜 18時／子育て支援センター（すくすくプラザ内）
女性問題について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆暴力・DV・セクハラの相談　☎（513）7335

月〜金曜日／ 10時 〜 17時／ちくし女性ホットライン

◆女性総合相談　☎（584）1266
火〜日曜日、第4月曜日／受付9時30分 〜 16時（祝日を除く金曜日は18時
〜 20時30分も）／あすばる相談室（クローバープラザ内）

心の悩みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆不安・悩み電話相談　☎（741）4343 ／ 24時間受付／福岡いのちの電話
◆不安・悩みいのちの電話インターネット相談
　 https://www.inochinodenwa-net.jp ／福岡いのちの電話
◆不安・悩みファックス相談（聴覚障がい者のための）　 （721）4343

月〜金曜日：9時 〜 18時／土曜日：9時 〜 13時／福岡いのちの電話
◆ふくおか自殺予防ホットライン　☎（592）0783　年中無休／ 24時間
交通事故について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡県交通事故相談　☎（622）0403　☎（643）3167

月〜金曜日／ 9時 〜 17時（受付は16時まで）／県庁交通事故相談所（県庁内）
◆交通事故電話相談　☎（741）2270

月〜金曜日／ 13時 〜 16時／交通事故被害者サポートセンター
高齢者の悩みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆高齢者総合相談　☎（584）3344　

月曜日を除く毎日／ 9時 〜 16時／福岡県社会福祉協議会（クローバープラ
ザ内）／法律相談（水曜日の13時 〜 16時）は要予約

◆認知症相談　☎（584）3317　火・水・木・土曜日／ 10時〜 16時／福岡県社
会福祉協議会（クローバープラザ内）

◆高齢者の介護や福祉などの相談
▷北地域包括支援センター／ 8時30分 〜 17時

☎（589）6227 （589）6228
▷南地域包括支援センター／ 8時30分 〜 17時

☎（595）8188 （595）6069
ひとり親家庭のための相談について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡県母子家庭等就業・自立支援センター　

▷養育費に関する電話相談　☎（584）3931 ／月〜金曜日／9時 〜 16時
▷養育費などに関する弁護士による法律相談（要予約）　☎（584）3922
　第1水曜日：13時 〜 15時／第2・4水曜日：18時30分 〜 20時30分

児童の福祉・援助について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡県福岡児童相談所　☎（586）0023

月〜金曜日／ 8時30分 〜 17時15分／電話相談は毎日24時間受付
国行政について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆定例行政相談　☎（584）1111 （584）1142

第4火曜日／ 10時 〜 15時／市役所
◆福岡総合行政相談所　☎（781）7830

月〜土曜日／ 10時 〜 17時／岩田屋本店新館6階行政相談コーナー



　年齢を積み重ねたせいでしょうか、度々
とんでもない物をなくすようになりました。
　以前、礼服がなくなったことがありまし
た。タンスの中をはじめ、家中探してもあり
ません。なくなること自体が不思議なので
すが、どこを探しても見付からないのです。
そのまま何年か経ち、諦めて新しいものを
購入しました。すると、その１週間後に、な
んと妻の実家から探していた礼服が出て
きました。
　先日は、私のクローゼットを見た娘が、
父の日に贈ったネクタイがかかっていない
と不満げに訴えました。あれは大事に奥の
方にしまってあるから、と取り出そうとした
ところ、ないのです。必死にそこら中をひっ
くり返して探しますが見付かりません。礼
服のときのように、同じものを買うまで出て
こないのでしょうか。娘の信頼も、いまだに
失ったままです。　　　　　　　　　  お

問い合わせ先　社会教育課　☎（575）4121 （593）7380

熊
野
神
社

　1615〜1623年に建立され、「いざなぎのみこと」と

「いざなみのみこと」が祭られています。

　須玖岡本遺跡郡の中心部にあり、境内からも弥生時代

のかめ棺と古墳が発見されています。

　また、同神社最古の資料によると土製のこま犬（市指

定有形民俗文化財）が1688年に奉納されたとあります。

夏には、農作物の豊作と疫病退散、学業成就、交通安全

を祈る「どんかん祭り」が今でも執り行われています。

春日中学校
宝町

岡本

春日北小学校
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